
年 月 日

工事件名

工事場所

確認
方法

【大田区】

第４号様式の２（第７条関係）
確認月日

確認者名
（会社名）
（氏名）

２ 隔離養生完了後（石綿除去前）作業基準確認書　　　　　　

区担当

石綿除去工事者欄 区担当欄　(判定、是正判定欄に日付を記入)

法18条の15第5
項
及び
規則第16条の
９、10

項目 確認事項
結
果

判
定

指摘事項
是正
判定

聴取
目視

根拠

掲
示
板

設置位置 周辺住民が確認しやすい場所に掲げられているか 目視

記録の備え置き 現場に調査記録の写しを備え置いているか
聴取
目視

必要事項記載 法及び規則に定められた事項が記載されているか

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ゾ
|

ン

設置位置 更衣室、洗身室、前室が適切に設置されているか
聴取
目視

規則別表第7

設備等設置

・使用済保護衣等を廃棄する廃棄専用プラスチック
袋を備えたか
・高性能真空掃除機又は清掃用水もしくは拭取布を
備えているか
・シューズカバーに付着した石綿等を取り除く粘着
マットを備えているか
・エアシャワー機械等の洗浄設備を設置しているか

聴取
目視

飛散防止マニュ
アル(環境省）

隔
離
養
生

作業場隔離
石綿処理面以外はすべて適切に養生され、作業場が
外部と隔離されているか

聴取
目視

規則別表第7

養生シート状況

・床面のシート厚は0.15mm以上（二重）か
・壁面のシート厚は0.08mm以上か
・端部を壁面に沿って30cm 立上げ壁面に密着させ
固定しているか
・接合部は30cm～45cm 重ねを取りテープで密着さ
せているか

聴取
目視

飛散防止マニュ
アル(環境省）取合い部状況

梁、天井等、周囲の建物部分との取合い部、セキュリ
ティゾーンとの取合い部に隙間がないか

聴取
目視

隔離空間内状況

・セキュリティゾーン以外の出入口、窓、空調用吸込
口、換気口等を養生し、密閉しているか
・固定された機械設備等をシートで養生しているか
・除去作業に使用する作業用足場設備を養生してい
るか

聴取
目視

集
じ
ん
・
排
気
装
置

設備等設置状
況

・HEPA フィルタ（JIS Z 8122）を付けた集じん装置を
設置されているか
・届出と一致しているか

聴取
目視

フィルタ在庫
交換予定数量以上のフィルタを備えているか
（交換頻度：１次：３～４回／日、２次：１回／日、
HEPA：500 時間が目安）

聴取
目視

装置稼働状態

規則別表第7

負圧状況
隔離養生のシートの壁面が作業場内側にはらんでい
るか

目視
等

規則別表第7

デジタル粉じん計等により正常稼働を確認しているか
聴取
等

規則別表第7
飛散防止マニュア
ル(環境省）

換気能力
設置台数（１時間あたり４回以上）が届出と一致して
いるか

聴取

・作業場の内部に設置しているか（止むを得ない場合
は隔離の外部）
・セキュリティゾーン出入口から気流が場内に向かっ
ているか
・作業場内から集じん装置に向かい、気流が均一に
流れているか。集じん装置の吸入口より空気を吸引
しているか

目視設置場所

装置等管理
集じん装置1台毎に点検整備記録、フィルタ交換記録
を作成し、稼働開始前に点検整備状況を確認したか

聴取
目視

環境測定

ダクト設置状況

・排気ダクトが隔離を貫通する箇所は密閉しているか
・集じん装置よりもっとも距離のある場所や作業場内
の入隅等で気流の滞留しやすい場所ではダクトを延
ばして作業するなどの対策がとられているか
・ダクトの折れ、出口のばたつき、ふさぎはないか

聴取
目視

飛散防止マニュ
アル(環境省）

そ
の
他

記録・保存
作業場及びセキュリティの負圧確認、集じん装置の
正常稼働確認の結果等を記録し、保存しているか

聴取

条例施行規則
別表第13

規則別表第7

工事前の環境測定を実施したか
聴取
書面

掲示内容 届出と一致しているか
聴取
目視


